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諸環境の変化に対応できるように、運営方針を事業計画にまとめている。滋慶学園グループと
しては毎年、長期・中期・短期展望をし、事業計画を作成している。
それを受けて、短期事業計画を作成するが、毎年作成しているこの事業計画書が京都医健専
門学校における運営の核となるものである。
事業計画は、法人理事会・評議員会の決済を受け、承認を得ることになっている。
それを受け、本校では毎年３月に事業計画を全教職員へ周知徹底するための研修を行ってい
る。
事業計画においては、グループ全体の方針や方向性、組織、各部署における目標や取り組
み、職務分掌、各種会議及び研修等々についてが明確に示されている。
運営組織は、事業計画の核をなす組織目的、運営方針、実行方針と実行計画に基づいたもの
である。単年度の運営も、中期計画の視点に立って行われる。事業計画書の組織図には学校
に係わる人材が明記され、誰もが組織上の役割・位置づけを理解できるようになっている。
学校がもっとも大切にしていることとして、滋慶学園グループの五か年計画の事業計画に沿っ
て、採用と人材育成を行い、様々な研修において目標達成に向け、スタッフのスキル面とマイ
ンド面の向上を図り、また関わるすべての人が学校の方向性、学校の方針の実現に向けて同
じ方向を向くために、各種研修や会議、ミーティングにより、コミュニケーションの重要性を確認
している。また滋慶学園グループ共通システムである専門学校基幹業務システム（ＡＳシステ
ム）により、学生情報や総務情報、財務情報などの管理を行っている。

各学校における事業計画書は、広報・教務・就職と、学校におけるすべての部署について考えられ、すべての部署が同じ方針・考え方を理解
し、徹底している。

学校全体の運営、あるいは各部署の運営が正しく行われるために、様々な研修や会議が設けられ、この研修、会議を通じて、個人個人の目
標設定及び業務への落とし込みを行い、方向性、位置づけ等を確認できるシステムを構築している。

学校法人　滋慶コミュニケーションアート　京都医健専門学校
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学校法人滋慶コミュニケーションアート 京都医健専門学校は、滋慶学園グループに属し、「職
業人教育を通して社会に貢献する」ことをミッション（使命）としている。
　
「３つの建学の理念」（「実学教育」「人間教育」「国際教育」）を実践し、「４つの信頼」（①業界
の信頼 ②高等学校の信頼 ③学生・保護者の信頼 ④地域の信頼）を得られるように学校運営
をしている。

建学の理念に基づき、京都医健専門学校は、『スポーツ・医療・福祉・美容分野で、人に喜び
や感動を与えられる「即戦力」』となる人材育成を目的として学校運営をしている。
　
現在、スポーツ・医療・福祉・美容業界を取り巻く社会の環境は大きく変化している。
職業の現場で求められる知識・技術の高度化や多職種との連携、より付加価値の高い人材の
必要性を背景に、本校では、１年制課程から４年制課程までの10学科を設置し、『産学連携教
育システム』により、様々な変化にも対応できる人材の育成をめざしている。

「職業人教育を通して社会に貢献する」
職業人教育は、専門職業教育とキャリア教育から成る。専門職業教育とは、即戦力としての高度な技術・知識の習得であり、キャリア教育と
は、プロの職業人として必要な人間力、仕事に対する身構え・気構え・心構えの習得及び職業観・勤労観の確立を言う。
　
「実学教育」
スペシャリストが求められる時代に即し、業界に直結した専門学校として、即戦力となる知識技術を教授する。一人一人の個性を活かし、そ
れぞれの業界で力が発揮できるように構築された『滋慶学園グループ独自の教育システム』により人材育成を行う。
「人間教育」
開校以来、『今日も笑顔で挨拶を』を標語に掲げ、他人への思いやりの気持ちやコミュニケーション能力、リーダーシップがとれる対人スキル
等を身につけ、同時にプロ・社会人としての身構え、心構え・気構えを養成する。
「国際教育」
コミュニケーション言語としての英語を身につけるだけでなく、日本人としてのアイデンティティを確立した上で、広い視野でモノを捉える国際
的感性を養う。

「滋慶学園グループ３つのポリシー」
①ディプロマポリシー（卒業認定等の方針）
滋慶学園は、「建学の理念」と「４つの信頼」に基づいて、「即戦力となる学生を育成し、社会に貢献することを最終目標」とし、特定の職業に
従事するために必要な技術・知識、態度、考え方をもった学生を社会・業界に送り出すこととしています。
卒業までに身に付けるべき資質を以下に示します。
１．学内における様々な教育プログラムを通じて社会人基礎力が培われている。
２． 産業界との連携により職業人・業界人としての人間力を、また社会人としての身構え、気構え、心構えを身に付けている。
３．職種に応じ必要とされる知識・技術、国家資格等を取得することで身に付けている。
４．他者や異文化に対する理解を深め、自らの見解と高い視野を備えた国際感覚を身に付けている。

②カリキュラムポリシー（教育編成方針）
滋慶学園は、「建学の理念」と「４つの信頼」を実現するために、「専門職業教育」と「キャリア教育」を体系的に一体化した職業人教育のカリ
キュラムと、海外研修等の国際教育を通じ国際感覚を身に付けるプログラムを提供します。プログラムの柱を以下に示します。
１．産学連携による実習を重視したカリキュラムやインターンシップ等を提供します。
２．入学者一人ひとりの人間的成長とキャリア設計を支援します。
３．グローバル化の中、国際人としての基礎プログラムを提供します。
４．基礎学力の向上を図るプログラムを提供します。

③アドミッションポリシー（入学者受け入れ方針）
滋慶学園の「建学の理念」と「開校の目的」に共感できる入学者を国内、国外問わず受け入れます。求める人物像を以下に示します。
１．目的、目標を持ち社会に貢献したいと考える人。
２．仕事観、勤労観を備える人。
３．自ら学ぶ姿勢と自己の課題を発見し解決するなど、キャリア意識を備える人。

・教員の意思が統一され、1つの集団となっているように感じる。
・現状に合わせ対応されていると思います。
・全ての科が同じ方向を向くことには疑問を感じます。これだけ科があると難しいと感じます。
・学校運営におきましては、毎年すごく熱心に考えられており、しっかりと組織化された中で厳格に進められている事を強く感じさせて頂きました。継続した運営をお願いしたいと思います。またその内容が昨今難し
い面もあるかと思いますが、学生さんにいかせていかれることを期待しております。
・しっかり運営されていると思います。
・令和５年度から、12学科22コースの総合校となり、美容科が新設されたことで、京都医健で学ぶ在校生数約1,500人のスポーツ・医療・福祉・ビューティー業界での発展を期待します。「学校の雰囲気が良い」「専門
的な知識や技術が身に付く」「資格の合格率が良く就職に強い」と高評価が得られているが、PDACサイクルにおいては、実行した結果をもとに課題や妨げとなっている箇所を抽出して、継続的に行なうことで最大の
効果を発揮できますが、Observe （観察）、Orient （状況判断、方向づけ）、 Decide（意思決定）、Act （行動）の頭文字をとったもので目的・目標を叶えるために、必要に応じた問題解決を図ることを大切にしていただ
きたいと思います。
・十分な計画のもと、健全に運営されていると感じます。
・教育を短期ではなく中長期の事業計画がなされており、目標設定も明確で素晴らしい運営がなされていると思います。
・横の部署が連携取ることを論点に掲げられていて素晴らしいと思います。教育現場では、専門性で固めて責任を押しつけ合っていてはかなり無理が出てしまう現代だと思います。連携できる仕組み作りは必須か
と思います。
・経営方針がしっかりしており、計画性も問題なく、実行力も優れていると思われる。
・今後ともよろしくお願いいたします
・学校運営に関しては、コロナ禍を教職員一丸となって、運営方針や事業計画を丁寧に立案され、様々な課題や社会況の変化に柔軟に対応されてきたと思います。とりわけ運営組織や意思決定機能は、効率的か
つ合理的になされており、人事・賃金の処遇制度、意思決定システム、情報システム化等による業務の効率化等についても適切に運営されています。
・適切に対応されていると思います。
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・3つの建学の理念の中でも特に人間教育に魅力を感じる。学生1人1人が教員と適切な距離のもと接しているように見える。
・学校は職業人教育を通して社会に貢献することを使命とされ、教職員の皆さんが学生と向き合い取り組まれていると思います。
・美容師の為の学科も新たに新設される運びで、11学科となり、スポーツ・医療・福祉・美容の分野での幅広いスペシャリスト育成、即戦力を育成するという土台が、しっかり確立されていると思います。
・理念基づき、特色を生かしたものになっていると思います。
・3つのポリシーは素晴らしいですが、これをいかに実現していくのかが大きな課題である。他校の教員に3Pについて聞くと教員の理解不足が感じられたことがありました。医健さんもいかがでしょうか。
・コロナ禍の影響もございまして本当に久しぶりに対面での『学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会』に出席させて頂けました。
平成２６年度より学校関係者評価委員会に参加させて頂き、今年で１０年目となりました。
今年度もお話を聞かせて頂きまして、「学校法人滋慶学園グループ」様が取り組んでおられます、「３つの理念」（実学教育、人間教育、国際教育）と「４つの信頼」（①業界の信頼 ②高等学校の信頼 ③学生・保護者
の信頼 ④地域の信頼）冒頭のご挨拶でもしっかりとお話を聞かせて頂きました。
例年繰り返し聞かせて頂くことで、その理念・信頼性が重要でありますことしっかりと感じさせて頂いております。
３つの理念に関しましては、取り組まれている内容も真摯に取り組まれていることの継続性が重要であり学生さんの考え方の中に浸透して頂くことが重要であると感じます。
継続していただき、より社会に役立立つ人間性を持たれた職業人、学ぶ精神をしっかりと育まれた職業人を輩出されることを願っておりますと伴に　昨今の教育現状も把握させて頂きながら　職場の立場よりご協力
をさせて頂ければと思っております。
・しっかりされていると思います。
・即戦力として活躍できるスペシャリストを育成する専門学校として、高い国家試験合格率を維持されているとともに、大学にはない他職種と連携し、専門性を発揮できる人材養成を目指しておられること。更には、
新たに設置されたスポーツマネジメントテクノロジー科において、時代の最先端を先取りされている分野での今後の活躍が楽しみであります。
・特色や方針など、明確になっており、理解が大変しやすい。
・コロナ禍で大きく変わった中、変わらぬ、『3つの教育理念』や、『3つのポリシー』を軸に素晴らしい人材育成がなされてると思います。
・技術教育はハード面もソフト面も充実している業界ですが、やはり、少子化という外部環境を考慮しても「人間教育」がより難しくなっている近年かなと感じています。人間的に成長するには、ある程度のストレス環
境は必要で、その中でどう考え方を昇華させるかが重要になります。しかし、今はそれに対しての逃げ場が数多くあり、それに関しては生徒においてもかわいそうな状況だなと感じます。それを解消するには、「この
人に話は聞こう」と思ってもらう先生との信頼関係が不可欠かなと思います。我々サロンもそうですが、指導者側のリーダーシップ力の強化がより必要になるかと思います。
・コンセプトが明確で、プロの人材育成に情熱が感じられる。
・教育理念や育成人材像が明確である
・挨拶に注目され、実践されていることは、人間教育の基礎となり、良い取り組みであると思います。・貴校の「教育理念・目的・育成人材像」は、左記のとおり明確に定められており、実際の教育内容とも合致してい
ます。また、入学案内等のパンフレットにも明示され、とりわけ教職員の言葉や行動から確認することができます。学生を中心とした職業人教育・実学教育を実現されているように感じます。
・適切に対応されていると思います。

1-1
理念・目的・育成人材像は定めら

れているか

1-3
学校の将来構想を抱いているか

1-2
学校の特色は何か
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3-10
各学科の教育目標、育成人材像
は、その学科に対応する業界の人
材ニーズに向けて正しく方向付け
られているか

3-11
修業年限に対応した教育到達レベ
ルは明確にされているか

3-12
カリキュラムは体系的に編成され
ているか

3-13
学科の各科目は、カリキュラムの
中で適正な位置付けをされている
か

3-14
キャリア教育の視点に立ったカリ
キュラムや教育方法などが実施さ
れているか

3-15
授業評価の実施･評価体制はある
か

3-16
育成目標に向け授業を行うことが
できる要件を備えた教員を確保し
ているか

3-17
教員の専門性を向上させる研修を
行っているか

3-18
成績評価・単位認定の基準は明確
になっているか

3-19
資格取得の指導体制はあるか

4-20
就職率(卒業者就職率・求職者就
職率・専門就職率)の向上が図ら
れているか

4-21
資格取得率の向上が図られている
か

4-22
退学率の低減が図られているか

4-23
卒業生・在校生の社会的な活躍及
び評価を把握しているか

・離職率の状況も詳しく知れたら有難い。
・ここ数年国家試験合格率が低下している。学生に目指すべき所はどこかと常に提示していくことが大切と考える。
・学生の経済的状況の把握(個人情報保護法の観点から難しい問題ではあるが)奨学金の種類や返還の開始時期から、給与面や条件でしか選択肢が無くなる。
・さまざまな取り組みにもかかわらず、国試の合格率に繋がっていないのが残念である。
・１．はり師・きゅう師の国家試験合格率が全国平均と比較して少し低いように思います。国家試験合格対策講座のなお一層の強化とともに、普段からの下位成績者に対する特別のフォローが望まれます。　２．国
家試験不合格者に対する再受験に向けた個人単位の対策が必要です。　３．就職率は目標を達成され、DO率は改善されました。　４．ホームカミングデー等、卒業生と在校生が一緒に懇談できる場を設けるといい
と思います。
・2021年度から中途退学者が2.6％減少し、しっかりとDO率低下の為の対策をされた結果が出ていると感じます。
・国試合格に対しては、専門学校という組織では絶対的目標と思います。国試のある学科では早期の見極めも重要です。
・「卒業はゴールではなくスタート」確かに良い言葉です。スタートした学生の5年後、10年後をいかに見ていくかです。調査宜しくお願い致します
・２０２２年度は全体におきまして、退学者の大きな減少が認められたことは学校の取り組みの成果と致しまして、素晴らしいことであると感じております。学校関係各位のご尽力の賜物であると感じました。
日々の学生さんとの対話などを含めまして大変なことと感じますが、さらなる改善が求められると同時に令和５年度はより上を目指した目標を達成できるものと思っております。
教育現場・保護者様・施設（会社）が三位一体となって、学生さんのために努力をしていければと思っております。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
・コロナ禍でのオンライン授業などの影響により、家庭内の教育環境や理解度の差が、コロナ前より広がっているのではないかということを耳にします。学生たちのニーズに応じて経験の幅を広げてあげることは重
要であると思いますし、国家試験以外の資格についてもレベルアップが図れ、志望する職に就けるだけの研鑽が得られることが、少子化による影響が加速していく時代に貴学に入学を決めていただける戦略の1つ
となる強みであると考えられると思います。新カリキュラムへの移行により、今後もライバル校が増えることが危惧されますが、人材の輩出を通して、4つの信頼に応えるため、親支援を特に大切にしていただければ
と思います。
・卒業後の離職については、さらに対応を期待します。
・キャリアセンターのスタッフの方の卒後訪問での現状報告を今後、お聞きしたいと思います。
・卒業生の動向に関して、国試不合格者に対しての学校としての取り組みとしてコロナ下で蓄積したノウハウを活かしオンライン授業や、授業のオンデマンド視聴などを利用して卒後国試再受験者に対するキャリア
支援の一環とされてはどうか。
・「教育成果・修学成果」の目標を明確にされ、専門学校から優秀な人材が社会に出る事を期待しております。
我々企業にとって、離職率ゼロを目指すべく卒業生に対してのフォローを卒業教育として卒業がゴールではなく、スタートと捉えたとした教育をお願い致します。
・就職に関しては、早くからの就職活動をされており、内定も早く、勉学と就活のメリハリが取れていると感じます。これは生徒においてもわかりやすくストレスレスだと思います。
就職に関して、保護者との三位一体化がより取れると、他の美容学校とは違うオリジナリティのある就活制度になるかと思います。親も一緒に最近の就活事情を勉強することや、美容業界とはどういうところで、就
職した場合にこういう所が挫折要素になるなどの部分を提供しておいてもらえると、家庭も含めた離職率の低下を図れるのではないかと期待しています。
・最終目標の国家試格、国家試験に対する取り組み等も評価できると思います。
・退学率の低減について、各セクションが稼働して、きめ細やかに学生へのアプローチをされておられると感じました。
・コロナ禍による様々な制約や制限もあり、学生が資格取得のモティベーションを維持することが困難な社会状況にあると思います。とりわけ精神保健福祉士養成校では、全国的にメンタルヘルス上の課題を抱え
る学生が増えています。これらの学生には、教育や生活面での個別サポートが必要となり、なかには指定科目の履修や単位取得だけで精一杯の学生も出てくることが考えられます。しかし、これらの課題は貴校だ
けの問題ではなく、精神保健福祉士養成を担う大学や専門学校が直面している共通の課題と言えます。したがって、国家試験合格率が低下することも避けられない状況かと存じます。そのような中でも退学者につ
いては、前年度を下回る成果を上げており、教職員による学生への個別相談やサポートが功を奏したものと捉えます。
・適切に対応されていると思います。国家試験の受験については、残念ながら不合格だった生徒さんへのフォローにして頂けますと幸いです。また卒業後の職場への定着という視点においても卒業生同士のネット
ワーク、先生方とのつながりなど注力いただけると良いなと思います。

3.3
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職業教育は常に業界と密接な関連を持たなければ、教育目標、育成人材像は正しく方向づけ
られないと考えており、教育課程編成委員会を年二回開催している。業界の動向・変化を常に
キャッチし、その変化に対応して養成目的や教育目標の見直しを毎年実施している。
本校は教育システムとして、独自の「産学連携教育システム」を構築しており、このシステムに
より、業界と乖離することなく、業界で即戦力となりうる人材を育成、輩出できるように取り組ん
でいる。

教育目標達成のためのカリキュラムは、入学前から卒業まで、体系的に編成されているが、常
に医療教育部会・スポーツ科学教育部会・福祉教育部会・美容教育部会等で研究、見直し等
を行っている。
カリキュラムは学科（専攻）に関わるもののみならず、社会的・職業的自立を目指し、「キャリア
教育」の視点に立ったものになっている。
授業改善、教職員・講師の資質向上等を目的とし、授業評価を年2回実施しているが、これを
通して講師や学生の状況を正確に把握し、総合的な判断ができている。
教員の授業力向上を目指し「公開授業」を定期的に行っている。
各教科においてシラバスを作成し、授業目的な計画を計画を体系的に行うともに、成績評価・
単位認定の基準を明確にしている。進級・卒業判定について、基準を設定すると共に、柔軟な
対応ができる余地を残すことで、すべての学生が学科の目標を達成した上で、進級・卒業でき
る体制を作っている。
資格取得については、業務を行う上で必要な資格、就職に有利な資格という範囲で取得に向
け、全面的に支援を行っている。

京都医健は、2005年の開設以来、教職員の目標として、
　
１．国家試験合格率１００％（入学者＝合格者）
２．専門就職率 １００％ （就職者／専門分野就職者）
３．退学率 ０％ （入学者＝卒業者）・留年者０名
を掲げ、その達成のために３つの重要なシステムを構築している。

○第１のシステムは入学前の自己発見→自己変革→自己確立という、自己３段階教育と、動機づけ・目的意識づけプログラムである。
入学前からの一貫した育成システムと目的意識をもって取り組むプログラムの組み合わせにより、中途退学率低減・モチベーション向上を果
たしている。
　
○第２のシステムは、即戦力としての実践的技術・知識、ビジネスマインド等を身につけるための教育システム－「産学連携教育システム」で
ある。
これには、次の6 つが挙げられる。
①企業プロジェクト ②ダブルメジャー・カリキュラム ③業界研修
④海外実学研修 ⑤特別ゼミ ⑥キャリアセンターである。
　
○第３のシステムは、国家試験・各種資格試験全員合格のための各種試験合格対策の構築である。

また教育システムのさらなる開発のため、滋慶グループ各校で構成する「医療教育部会・スポーツ科学教育部会・福祉教育部会・美容教育
部会」を設置し、システムの共有化、レベル向上化を図っている。
主な研究内容は、①教育指導法・技法の開発 ②カリキュラム検討 ③生涯教育プログラム ④教職員研修（FD研修） ⑤国際教育システム開
発 ⑥イベント・卒業研究の運営　⑦国家試験・各種資格試験対策等である。
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教育成果は目標達成の努力の結果であるが、本校では、国家試験合格率１００％（入学者＝
合格者）、専門職種就職率（就職者／専門分野就職者）１００％、退学者０名 （入学者＝卒業
者）・留年者０名を教育成果の最終目標に学校運営を行っている。

まず、国家試験合格率では、対象9学科の内、100％ではないが、全国平均を上回った学科は
作業療法科・言語聴覚科・社会福祉科の3学科で、理学療法科・視能訓練科・精神保健福祉科
は全国平均とほぼ同等であった。柔道整復科・鍼灸科・美容師コースにおいては全国平均を
下回った。100％を達成できなかった学科についてはグループ国家試験対策センターや教育分
科会の協力も得て、次年度の対策を取っている。

退学率については昨年度6.0％から5，6％に改善した。次年度も学校全体で対策を強化する。

就職では、開校以来、最終的には就職希望者全員就職を達成しているが、専門職種就職率、
就職対象率の向上も課題として取り組んでいる。
例年最終的には就職志望者の就職率は100％となっているが、できるだけ学生の希望にあっ
た良質の就職先を斡旋できるよう、その年の動向に合わせた就職先と就職希望者のマッチン
グを図っていく。

尚、卒業生の就職先をキャリアセンタースタッフが定期的に訪問し、卒業生の状況把握を行
なっている。　その情報を踏まえ、業界企業・学科教員と情報共有を行ない、今後の同窓会や
卒後教育などに活かしていく。また、卒業生ネットワークはSNSツールを使用して構築し、より
学校と卒業生との繋がりを強化している。
昨年度までオンラインで開催していた学科同窓会を今年度は対面で開催する。

数字では測れない修学成果もあるとは思うが、我々もプロの教育人である以上、数値目標を明確に持って教育に取り組む。
もちろん、数値目標はあくまで「目標」であって、「目的（ミッション）」は「職業人教育を通して社会に貢献する」である。「社会に貢献できる人材
を本当に養成できているか」を常に第一に考える。

修学成果の１つである就職は年々、専門職種就職率が向上しているが、100％を達成すべく努力を続けている。
また、できるだけ多くの学生が、夢をかなえて就職するよう、就職対象者率の向上についても大きな課題である。
学生が目標を達成できるように、保護者と三位一体となり、支援する体制作りを行っている。

国家試験対策・退学率対策等は滋慶学園グループのネットワークを最大限に活用し、対策を取る。

卒業生に対して同窓会の開催、卒後教育も行っている。卒業生の動向把握、「卒業はゴールではなく、スタート」と捉え、３年以内の離職率
０％という目標も掲げ、キャリア支援も行うようにしている。

・定期試験を簡単化し、DO率を下げてことは大変素晴らしいことと感じる一方、学生の中には簡単すぎて国家試験が不安だと嘆く声もある。
・さまざまな工夫や努力をされ、学生が職業人として成長していける様に取り組まれている。
・理学療法科だけで見ていくとよくやっておられると思いますが、個性豊かな学生にまでを考えるともっと個を捕まえる必要性が大切ではないでしょうか。退学率0より、なぜやめるかを大事にしてほしい。
・理学療法科の国家試験合格率は今年度も　よくなられていると思います。が、目標であられます１００％を達成されることを先生方同様に重要であると感じております。
教員の先生方が毎年工夫をされておられますこと、学科別の会議の中でも熱く議論を交わさせて頂き本気度を強く感じさせて頂いております。
社会に役立つ方々を輩出されるにあたりまして、理学療法科も新たな取り組みをお聞きいたしました。継続してご協力をさせて頂きたいと思っております。
・成績不振者への対策を活かし、D.O.の改善が示されたことは素晴らしいと思いました。今後も一人ひとりの学生を大切に、学校全体で応援する「学習能力チェック」「キャリアサポートアンケート」など十分活用して
柔軟に対応できる雰囲気を示して、授業全般としては、教科による理解度に差が出ないよう改善に努めていただく必要はあると思いました。
・入学前～自己確立という部分はうまく機能すれば、効果的であると思う反面、なかなか入学前に落とし込むことができないパターンもあるのではと感じます。
・鈴鹿ポイントゲッターズというJFLのチームにおいて学生2名に対しインターンシップの経験を積んでもらうことが出来た。実際のスポーツチームにおいてどのようなカレンダーでどのようなアウトプットが必要なの
か、そのアウトプットを元にどのようにトレーニング及び試合を行うのかについて学ぶ経験が出来た。さらに、現場の2名のコーチングスタッフから異なる視点でプロチームの運営等についても話を聞く機会を持てた。
昨シーズンは日本サッカー界のレジェンド三浦知良選手及び武田修宏臨時コーチが在籍しており、Jリーグのクラブ以上の環境の中で高度な実学教育及び人間教育が実践できた。卒業後キャリアに就いた時、及び
キャリアとして受け入れてもらうためには、学内において修得した技術及び知識を現場で上手にフィードバックし信用を勝ち取る必要がある。そのために現場でのインターンシップは極めて重要な位置づけであると
考えられる。
・末転倒な面が否めない。現状の目標を維持するにあたり国家試験への対策のみではなく、進級時に積極的に個人レベルでも介入し補講を講じるなど様々なことを検討していく必要があると思う。
・弊社も「産業連携教育システム」の取り組みで、関西コレクションや東京表参道店などの実践的な事業にも関わらせていただいております。このような実践的な取り組みで企業が今後必要としている人材育成をさ
れている事が素晴らしいです。
・少子化のあおりもあり、家庭・学校での教育も変わる中で、入学して来られる生徒の質も様々だと思います。（ボラティリティが高い）そんな外部環境の変化の中で、教育プログラムを変化させ、PDCAを回しながら
運用されているのは素晴らしいと思いました。
教えないといけない事を教えつつも、生徒のモチベーションも維持させないといけない現代の教育においては、「教える側」の負担がとても高い状態にあります。仕組みやプログラムも大事ですが、それを回すマンパ
ワーが欠かせない。。これは当サロンにおいても同様です。これができる指導者は貴重なため、ここに対する評価をしっかり定めて先生のリクルート＆リテイン強化も重要となると思いました。（先生側のリクルート＆
リテインの論点がなかったため書かせて頂きました）
・各々のプロ育成力に優れ、塾講されたカリキュラムに沿って、学生中心の教育がなされていると思われる。
・時代の変化に対応しながら必要な変革がなされている
・コロナ禍における様々な困難を乗り越え、ＩＣＴを活用しながら学生のニーズを中心に教育プログラムを充実させてこられた経緯が把握できるとともに、その成果も示せていると思います。また、職業教育の要でもあ
る産学連携については、職能団体等との密な連携や協力関係を構築されており、学生の実践的な学びに結びついていると評価できます。また、貴校の教育活動が他の模範となり得ている状況を卒業生の働く姿や
実践状況からも伺い知ることができます。また、精神保健福祉士養成については、全国的に実習施設（精神科医療機関）の確保が困難を極めている中、様々なネットワークを駆使して適切に確保されており、大い
に評価できる点です。また、実習指導者との連携も丁寧にされており、コロナ禍による実践現場での体験への制約や制限を補うことができているのではないでしょうか。
・適切に対応されていると思います。



5-24
就職に関する体制は整備されてい
るか

5-25
学生相談に関する体制は整備さ
れているか

5-26
学生の経済的側面に対する支援
体制は整備されているか

5-27
学生の健康管理を担う組織体制
はあるか

5-28
課外活動に対する支援体制は整
備されているか

5-29
学生寮等、学生の生活環境への
支援は行われているか

5-30
保護者と適切に連携しているか

5-31
卒業生への支援体制はあるか

6-32
施設・設備は、教育上の必要性に
十分対応できるよう整備されてい
るか

6-33
学外実習、インターンシップ、海外
研修等について十分な教育体制を
整備しているか

6-34
防災に対する体制は整備されてい
るか

・就職率においては素晴らしいと感じる。4つの信頼が達成できているからだと考える。
・3年前より外部実習が実施された時の学性相談と、サポート体制が、年々変更され素晴らしいです。
・非常に手厚く支援されている。
・公認の心理士に身近に相談できる窓口がしっかりと設けられているとの事で、利用する学生の数も増えているという事は、悩みを自分だけでかかえこまずに学校に相談してみようと思える相談しやすい環境が
整っている証拠だと思います。
・手厚くケアされていると思います。
・今大事なのは在学中の学生支援です。多くの制度の活用を今後も期待してやみません。
・例年感じさせて頂いているところではございますが、学生支援の充実は、京都医健専門学校様は他校と比べて秀でていると思っております。
今回のご説明でもございましたが、お一人お一人の学生さんへの対応は素晴らしいものがあると感じました。
現在のサポート体制を継続して頂き、学生さんが就学に集中できるようにして頂ければと思っております。
・丁寧な対応をされていると思います。
・医療機関での実習や特に産学連携に重点をおきながら、プロスポーツや美容・福祉・医療現場での貴重な体験を通じて実習で成長できる場を量産できることで、今後も授業の満足度アップを図っていただけること
を期待します。
・学生に対してよりそう体制があると感じます。その分、自発的に相談をする学生以外に対しての施策があると良いと思います。
・様々な学生へ手厚く対応するシステムが素晴らしいとおもいます。どの学生も気軽に利用できるようにしていただけるとよいと思います。
・社会に出ても、物心の両面を整えることが非常に重要だと思います。その中で、「学生はゲスト」というコンセプトの下、学生満足向上のため、様々な支援を体勢を整備されているところ、また卒業後も相互協力でき
る出来る体制を作られている事が素晴らしいと思います。
・支援機関と支援制度の幅の広さは滋慶学園ならではの強みであり素晴らしいと思います。
・学生支援の取り組み方針の転換は、教育として良く見えるが、あまり過保護に傾くと、社会に出てからのギャップに戸惑い、悩むという面もあるように思われ、今後の課題とも考えられる。
・多様な学生が増える中で丁寧な支援が行われている
・学生と学校、教員との距離が近く、学生支援が細やかに行われているように思います。
・貴校が学生支援に力を入れていることは、非常勤講師や卒業生などの感想からも確認できます。また、学修相談室を中心に学生への個別相談やサポートに力を注いでおられ、教職員のチームによる学生支援を
充実されてきたことは、大いに評価できるところです。常日頃、教職員が一丸となって、学生の悩みや迷いを受けとめ、丁寧なサポートとかかわりを続けておられることに改めて敬意を表したいと思います。

3.4
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本校は、業界で即戦力となり得る人材育成を目的としており、そのための教育環境（施設・設
備、機材等）の整備は重要であるが、完備されていると考える。

今年度はコロナ禍の中、①DX化と②感染症対策の2面について教育環境の整備が急速に必
要になった。①DX化についてはMicrosoftの Teamsを全校に導入し、オンライン授業だけでなく
ICTを用いたより効率の良い学びが提供できるように環境整備を進めた。②の感染症対策に
ついては体温モニターの設置、アクリル板の設置、学生全員に消毒用アルコールスプレーを配
布するなどの対応を行った。

学内の教育環境に留まらず、学外の環境（業界研修、学外演習、海外実学研修・臨床実習）も
十二分に整備することが必要であるが、キャリアセンター、教務部、国際部が一丸となって、そ
の整備を行い、教育効果につなげている。
臨床実習については、コロナ禍により、学内実習となる学生もいたが、全学生が、少なくとも1
度は学内実習が体験できるよう、関係機関のご協力も頂きつつ、実施した。

海外実学研修は中止となったが、海外講師によるオンデマンド教材を提供したり、オンラインで
の講義を行うなど、国際教育を推進した。次年度は海外研修を再開する予定である。
　
防災訓練・避難訓練・救命講習等も計画的に実施しており、安全対策を日頃から啓発してい
る。防災訓練・避難訓練については午前・午後・夜間と全学生が1回は参加できるように年3回
実施している。京都市消防局の協力も得て、消火器訓練等も含めて実施している。また、同じ
く京都市消防局指導のもと、教職員は2年に1回は、普通救命講習を受講するようガイドライン
を定めている。

オンリーワンを目指す本校にとって、教育環境である施設・設備・機材等は非常に重要な要素であり、それゆえ、どこにも負けない最新・最良
のものを整備している。

毎年、事業計画で計画し、予算計上の上、計画通りに購入・更新等を行えているが、これ以外の学外教育環境も教務部、キャリアセンター、
国際部が一丸となって整備しており、これは本校の大きな強みと考えている。

・Teamsの活用により教育の幅が増えたと感じる。
・学外実習と実学に沿った実習
・臨床実習の受け皿を、もっと多くする必要があります。正しく指導できる施術所の選定等、まだまだ改善していかねば成らず大変ですが、私達にできることは実行させて頂きます。協力させて頂きます。
・ニーズに対応された取り組みであると思います。
・答えのない最新最良のものの整備は、いかに学生を向いて教育しているかだと思います。
・教育環境設備の充実は本当に素晴らしいと感じております。冒頭のご挨拶にもございましたが、駅からの交通の利便性も含め学生さんに優しい環境づくりであると思います。
設備の充実が各学科の学生さんにおかれましてより良いものになればと感じました。
コロナ渦で対面が行えず、理学療法科におかれましては、臨床実習が難しかったと思います。
今年度より５類に下がり、日常の対応が依然のようにますます戻って行くと思います。私個人としても尽力させて頂ければと感じております。
・物理的な狭さは感じますが、うまく整備されていると思います。
・専門分野として詳しく学び、資格取得には、苦手とする科目において、国試に向けた対策プリントなどたくさんのフォローがあるということで楽しく学べているという在校生の安心を享受できるという校風が全面に出
ていてよかったと思います。
・防災については、「やって十分」という事はないので、ガイドラインの見直しの頻度を上げるなど、安全管理に期待します。
・オンリーワンを目指されている御校にとって非常に重要な教育環境である施設・設備・機材等が毎年、最新最良のものを整備されている事が素晴らしいと思います。素晴らしい人材教育をする上で教育環境は非
常に重要だと考えます。
・ハード面でより他との差別化を図るのであれば、VRの導入も一つ検討しても良いかもしれません。
美容学校の中には、VR導入による学習効果を実証して、全校に導入された事例も聞きます。それでもまだまだ導入されている所はわずかです。今後は、教育のマンパワーをどのように緩和していくかがカギになる
と思うので、その一つの手立てとしては検討の価値があるかと思います。
・各々の分野における教育環境については、よく整備されていると思われる。
・ソフト、ハード面で充実している
・教育環境については、ハード面での環境整備だけでなく、ソフト面においても様々な取り組みを進めておられ、大いに評価できます。また、環境整備のためのとても丁寧な清掃や整理整頓を実践されており、とりわ
け教職員の真摯かつ誠実な態度が教育環境を高めていることに着目したいと存じます。コロナ禍の中では、日々の教育実践の中でＩＣＴを活用され、学生のモチベーションや教育ニーズに合致した教育実践と環境
整備をされていると考えます。
・適切に対応されていると思います。

3.6
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本校では、学生が目標を達成できるように、物心両面の環境を整備していくことで支援に繋が
ると考える。
しかし、支援はあくまでも支援である。支援しつつも学生の自立的行動を促し、卒業時には自
主自立した職業人を養成することを目的とする。キャリア教育・生涯教育の観点から卒業後の
支援についても継続するが、卒業後は社会人として相互協力できる関係を構築する。
学生支援には、①就職 ②学費 ③学生生活 ④健康等の分野で行っているが、それぞれの分
野で対応できる担当部署及び担当者を置いている。
①就職については、専門部署であるキャリアセンターを設置し、各学科担任と強い連携をとり
ながら、就職の相談、斡旋、面接他各種進路指導などの支援をしている。
②学費については、相談窓口として事務局経理部を置き、提供できる学費面でのサービスを
アドバイスするファイナンシャルアドバイザーにより支援している。また、奨学金サポートを貸
与・在学中・返還・卒業後と強化している。
③学生相談については、担任及び副担任制により行うが、それ以外にもSSC（スチューデント・
サービス・センター）として臨床心理士（公認心理師）が相談を受ける窓口を置いている。また、
心理サポートに長けた教員を中心に「学修相談室」を創設し、さらに一人ひとりをサポートでき
る体制を作る。
④健康については、滋慶学園グループのクリニックである慶生会クリニック大阪が担当し、在
学中の健康管理を支援している。また、臨床実習が必須の学科においては昨今問題になって
いる感染症対策として、全学生に抗体検査を行い、その結果に基づきワクチン接種を行うよう
に指導している。

また、課外活動については、学生の自主活動組織である学友会を組織し、学校が年間予算を
計上し、担当者を配置・支援している。学生主催イベントである医健祭やスポーツ大会は学生
主体で運営し、例年盛りあがりを見せている。また、クラブ活動では全国専門学校大会に多数
のクラブが出場し、好成績を残している。

保護者との連携については、定期的に保護者会を実施し、学科スケジュールや卒業・進級規
定についての説明を行っている。成績不良の学生へは事前に連絡を行い、保護者と学校が協
力して学生をサポートできる関係性を構築している。オンライン化が進み、遠方の保護者も参
加しやすくなった。

尚、卒業生支援体制の一環として、卒業生向けHPをリニューアルし、より卒業生が母校を利用
しやすい環境作りを行なっている。

滋慶学園グループでは、「学生はゲスト」というコンセプトの下、学生満足の向上のため、様々な支援体制を整備している。
＜主な支援機関＞
① 滋慶トータルサポートセンター
② SSC・スチューデントサービスセンター
③ 慶生会クリニック（内科・歯科）
④ 鍼灸院・接骨院
⑤ キャリアセンター
⑥ 事務局会計課
⑦ ファイナンシャルアドバイザー
⑧ 進路変更委員会

＜主な支援制度＞
① 進路変更システム
② 学費分割納入制度
③ 担任制度
④ 聴講生制度（研究生制度）
⑤ 既修得単位認定制度
⑥ 教育訓練給付金
⑦ 長期高度人材育成コース

＜その他＞
① 守衛さんの配置による安全確保（ジケイスペース）
② 各種クラブ活動

<新規支援機関>
学修相談室
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財務は、学校運営に関して、重要な要素の１つである。
その中で予算（収支計画）は学校運営に不可欠なものであって、その予算を正確かつ実現可
能なものとして作成する必要がある。

毎年、次年度事業計画を作成し、その事業計画の中に５ヶ年の収支予算を立てているが、次
年度の収支予算はもちろんのこと、中長期的に予算を立てることによって、学校の財務基盤を
安定させるための計画を事前に組んでおくのが目的である。

５ヶ年の予算は、５ヶ年を見越した中長期的事業計画内で、新学科構想、設備支出等について
計画し、将来の学生数、広報・就職計画を鑑みながら予測し、収支計画を作成するが、学校、
学園本部、理事会・評議員会と複数の目でチェックするため、より現実に即した予算編成となっ
ており、健全な学校運営ができていると考えている。

会計監査は、法人及び学校の利害関係者に対して、法人等の正確かつ信頼できる情報を提
供するために、第三者による監査人が法人とは独立し計算書類が適切かどうかを監査するこ
とを意味する。

平成１７年４月から私立学校法が改正され、学校法人の財務情報公開が義務づけられたが、
これに迅速に取り組み、「財務情報公開規程」及び情報公開マニュアルを作成し、現在に至っ
ているので、財務情報公開の体制は整っている。

予算を正確かつ実現可能なものにするための２つの要素がある。
　
①正確かつ実現可能な予算の作成
予算は短期的、中長期的の２種類がある。短期的は次期１年間のもの、中長期的は２～５年間のものである。
当学校法人及び学校では、短期的と中長期的の両方を事業計画書として作成し、短期的視野と中長期的視野の２つの観点から予算編成し
ている。
短期的な予算編成は当年度の実績を基礎に次年度に予定している業務計画を加味して行われる。
中長期的な予算編成は主として大規模な計画を視野に入れた上で、業界の情勢を読み取りながら行われる。
正確かつ実現可能な予算作成のためには、一旦作成した予算が現実のものと乖離した場合はそれを修正する必要が出てくる。そのために
短期的な予算においては期中に「修正予算」を組み、中長期的な予算においては毎年編成しなおすことにしている。
これにより、短期的にも中長期的にも正確かつ実現可能な予算編成を組むことができる。
　
②①のための体制作り
①のように実現可能な予算作成するためには、その体制作りが必要になる。
事業計画・予算は学校責任者が協議して作成し、滋慶学園本部がチェックし、修正して最終的に理事会・評議員会が承認する体制を整えて
いる。さらに、予算に基づいて学校運営がなされているかどうかは四半期ごとに予算実績対比を出し、学校責任者と学園本部が協議し予算
と実績が乖離しているようであれば修正予算を編成し、理事会・評議員会の承認を得る。作成した決算書、・事業報告書については、情報公
開の対象となり、利害関係者の閲覧に供することとなる。

本校は、京都府専修学校各種学校協会に加盟し、同会の定めたルールに基づいた募集開始
時期、募集内容（AO 入試等も）を遵守している。
また過大な広告を一切廃し、必要な場合は根拠数字を記載するなど、適切な学生募集ができ
るように配慮している。
さらに、広告倫理委員会を設置し、広報活動の適切さをチェックしている。

広報・告知に関しては、各種媒体、入学案内、説明会への参加やホームページを活用して、学
校告知を実施し、教育内容等を正しく知ってもらうように努めている。
これらすべての広報活動等において収集した個人情報・出願・新入生の個人情報等本校に関
わるものの個人情報は、校内に個人情報委員会を設置し、厳重に管理し、流出及び他目的に
使用しないように、管理の徹底を図っている。

入学選考に関しては、出願受付及び選考日を学生募集要項に明示し、決められた日程に実施
しているが、入学選考後は、「入学選考判定会議」により、合否を決定する。
なお、本校における入学選考は、学生募集要項にも明示している通り、「面接選考」及び「書類
選考」「学科試験」「小論文」であるが、その基準となるのは、「目的意識」である。将来目指す
業界への職業意識や具体的な目標がしっかりしているかを確認すると共に、その目的が本校
より提供する教育プログラム及びカリキュラムにおいて実現可能かを確認するものである。

学納金や預かり金、教材等の見直しを毎年行っており、学費及び諸経費の無駄な支出を
チェックしている。
保護者への授業料及び諸経費の提示についても、入学前の段階において、年間必要額を学
生募集要項に明記し、基本的に途中で追加徴収を行わない。

学生募集については、募集開始時期、募集内容等々ルールを遵守し、また、過大な広告を一切排除し、厳正な学生募集に配慮している。

広報活動では「目標・目的を明確にしてもらう」ことを強化している。本校は専門就職を果たしてもらうことを第一目標としているため、入学前
に職業イメージがどれだけ明確になっているかが大切と考え、体験入学や説明会への複数回参加を促し、充分に理解し、疑問を解消した上
で出願してもらうことを心がけている。

教育成果として、高い専門就職実績と卒業生の活躍の打ち出しを強化しており、学生募集上の効果はかなり高いと考えるが、それゆえ、過
大な広告にならないよう、学内に広告倫理委員会を設置し、事務局長、広報スタッフ等が常にチェックしている。
　
また本校は、一般社団法人日本プライバシー認証機構「ＴＲＵＳＴｅ」の国際規程の認証を受けている。

・学科がかなり多岐にわたっているので、その分学校独自の特色が薄れていく可能性がある。
・様々な広告による宣伝、OCでの対応など素晴らしいと感じる。
・入学者のレベルアップが可能であれば望まれる。
・ホームページをさらに見やすいものとなるよう新しくされていたり、現代の若者のニーズに合った情報発信がしっかりできていると思います。
・全国的な規模は効果的にされていると思いますが、学力ではなく、向上心だけでは今後難しくなるので、学内で月々検討をお願いします。勉強だけでは難しい業界ですので、ここも専門学校としての特色を十分に
発揮していただければと思います。
・よくやっておられると感じています。大事なことは「やる気」と私もいつも感じています。人は人と人のつながりで変化します。良い教育を。
・毎年参加させて頂いている中で　少子高齢化　この問題は非常に大きなものであると考えております。「学生の募集と受け入れ」は、年々大切になってきていると感じております。
その中で京都医健専門学校様は、今回のご説明におきましても昨年度以上にしっかりと分析をされ、良い点をさらにアピールし、良い学生さんの確保に努めていると思っております。
ただ、ご説明の中にもございましたが広報も含めまして一番力を入れていくところでもあるかと思います。
この自己点検・自己評価の中におきまして最も重要な項目であると考えております。
・少子化の対応は引き続き必要と思われます。
・ビデオ通話アプリを使用して、1対1で入学事務局スタッフや先生が進路相談や学校説明に参加できるということや個別なので生徒の安心と一人ひとりに優しい空間を得られることで、知りたいことを知ることができ
る「スマホでオープンキャンパス」は魅力的だと思いました。
・学生の集まりにくい時代に制限や適正化をされて、募集活動されていると感じます。
・言語聴覚科でも学科試験(国語や英語、生物など)を行っても良いと思います。
・報告内容にあった通り滋賀での入学希望者が減少している。大阪へ流れてしまっている現状を改善が必要に感じた。高校等への積極的なリクルート活動、また卒業生による有資格者の職業説明を兼ねた学校案
内を行っていかれてはどうか。
・学生の募集と受け入れについては最も重要な課題だと思います。
卒業後、結果的に退職・離職率が高ければ適切な学生募集活動とは言えないかもしれません。やはり、美容に対する「目的意識」を重要視していただき、書類などに頼らず今後も素晴らしい学生の募集を期待致し
ます。
・入学前によく体験をしてイメージをより具体的にさせることは有用だと思う。
非常に難しい部分ではあるが、キラキラした世界であることは事実としてありながらも、職人業界である泥臭さもある程度お伝えできる内容にしておくことがその後のミスマッチを無くせるかと思います。
・積極的に取り組まれ、入学希望、ニーズにこたえる努力がなされていると思われる。
・日本の人口や構成数の変化に対応する方策が必要
・わかりやすいホームページの作成や、学生募集では、複数回参加を促すことをされており、十分な理解や、目指す方向をわかりやすく説明されておられると思います。
・学生募集は、適正に行われており、教育成果についても的確に伝えられています。また、広報活動を入学前キャリア教育と位置づけられたことは、入学希望者のニーズとも合致するのではないでしょうか。入学選
考は適正かつ公平な基準に基づき行われていると考えます。学納金についても様々な助成金とともに掲載されており、適切だと思います。
・各学科のターゲット層に合わせた募集方法の検討を継続していく必要があると思います。学生のニーズ調査なども行っていただけますと、より多くの集客に繋がる可能性も広がってくるかもしれません。

7-36
学生募集活動において、教育成果

は正確に伝えられているか

7-37
入学選考は、適正かつ公平な基準

に基づき行われているか

7-38
学納金は妥当なものとなっている

か

3.2

・但し学校としていかに変化していくかが大事なこととなります。よろしく。
・毎年ではございますが、財務内容をご確認させて頂き、適切で厳格にチェックされていると思います。より学生さんの教育また卒業後のフォローにもいかせて頂けると有難いと思います。
・良好かと思われます。
・経費支出管理が徹底され、情報公開も対外的に行われており、人材の適材適所化と運営の合理化が図られています。引き続き健全な学校運営に努めていただくとともに、より強固なコンプライアンス向上が図れ
る組織と財務基盤の確立を目指していただければと思います。
・予算作成及び体制づくりとして、チェック、修正、報告が正しくされている。
・学校運営を行う上で非常に重要となる財務に対して、短期・中長期を視野に入れ四半期ごとのチェック体制は素晴らしい取り組みだと思います。また財務情報公開の体制整備も素晴らしいと思います。
・入学前によく体験をしてイメージをより具体的にさせることは有用だと思う。
非常に難しい部分ではあるが、キラキラした世界であることは事実としてありながらも、職人業界である泥臭さもある程度お伝えできる内容にしておくことがその後のミスマッチを無くせるかと思います。
・問題ないと思われる。
・透明性と健全性を保っていってください
・財務状況については、コロナ禍による様々な制約や制限を受けながらも、適切に運営されていると承知しています。
・適切に対応されていると思います。

7-35
学生募集活動は、適正に行われて

いるか

7
　
学
生
の
募
集
と
受
け
入
れ

2.9



9-43
法令、設置基準等の遵守と適正な
運営がなされているか

9-44
個人情報に関し、その保護のため
の対策がとられているか

9-45
自己点検・自己評価の実施と問題
点の改善に努めているか

9-46
自己点検・自己評価結果を公開し
ているか

3.8

9
　
法
令
等
の
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守

3.8

・問題ありません。
・個人の訴えはコンプライアンスの理解もなく、おこってきます。いかに委員会で考えていかれるのか、ここが一番大事なことになるでしょう。
・「法令等の遵守」におきましても、適切に計画されてることが読み取れました。引き続きよろしくお願いしたいと思います。
・安全管理・個人情報保護・情報開示及び危機管理体制などに対応するガイドラインの強化など透明性、公平・公正性の確保が実現できています。併せて学校教育活動の基盤においてもガバナンスコードの活用
等によって、経済界・学内においてもインテグリティの向上が図られることを期待します。
・DX化が進む半面、個人情報の取り扱いが難しくなっています。多くの学生に対してのセキュリティ注意呼びかけに期待しています。
・3つの教育・4つの信頼を実践するためにも非常に重要になってくるのが法令等の遵守になり、完璧なチェック体制で取り組まれていると思います。
また毎年の監査もしっかり行われており、迅速な問題改善にも努められていると思います。今後もコンプライアンスの徹底を期待しております。
・コンプライアンスの注視が叫ばれる中で率先して実行されているのが素晴らしいと思いました。
特にSNSリテラシーを上げる試みなどは、当社でも必要だなと感じました。
・問題なく遵守されていると思われる。
・法令遵守は今後ますます厳格に求められると思います。
・法令遵守等のコンプライアンスについては、コロナ禍による様々な影響を受けながらも適正に行われています。
・適切に対応されていると思います。

3.6

1
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社
会
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献

3.5

本校には、滋慶学園グループの「4つの信頼」（①業界の信頼 ②高等学校の信頼 ③学生・保
護者の信頼 ④地域の信頼）というコンセプトがある。

この「4つの信頼」の獲得を目指すことが社会貢献に繋がると考えている。

業界企業や団体、あるいは中・高等学校等の教育機関とタイアップして行う各種教育関連イベ
ント・スポーツイベント・障害者イベント・市民イベント・授業支援等を通じ「業界の信頼」、「地域
の信頼」「高等学校からの信頼」を獲得し、社会貢献に繋がっていると考える。
コロナ禍の中ではあるが、徐々に対外的な活動は再開させた。次年度はコロナ前の水準以上
の活動を目指す。
以上のように、滋慶学園グループが掲げる「4つの信頼」の獲得を目指すことが、すなわち社会
貢献を果たすことに繋がっていると考えている。

本校では、左記に記入したように、教職員及び学生が「業界の信頼」、「地域の信頼」、「高等学校の信頼」、「学生・保護者の信頼」という、滋
慶学園グループの「４つの信頼」獲得し、それによって社会貢献を果たすということを常に意識して様々な活動を行っている。

今後は、学校の施設やこれまで培った教育ノウハウ等を活かし、多様な社会貢献へ発展させていく考えである。

・鷹山に多大な支援を頂いております。
・部活動など学生にとって有益である。
・益々の地域への貢献や新たな取組を期待します。
・これから増々大変な地域との関係、難しいでしょうが、少しずつ進めてください。中身が大事です。学校が一つの社会資源となり進めてください。
・「業界の信頼」、「地域の信頼」、「高等学校の信頼」、「学生・保護者の信頼」という「４つの信頼」は、非常に大切だと思います。
今後は、学生さんの確保が本当に大変であり重要な課題であるかと思います。その中で『高等学校の信頼』も今まで以上に重要になってくると思います。その中でもご説明をお聞き致しまして本当に真摯に取り組ま
れていると感じました。
これらがしっかりと実行できるように頑張って頂きたいと思うとともに、ご協力もさせて頂ければと考えております。
・京都では唯一、京都府柔道整復師会と連携され、臨床実習の場もWithコロナに対応し、積極的に女性の学生も募集され、女性の柔道整復師ならではのスキルが身につけられるビューティーリハビリ学習という新
たな分野での活躍に期待します。
・「4つの信頼」に同意です。技術や知識はもちろん、人間性として成長していくことで、何かに手を差し伸べることが可能になると信じています。
・滋慶学園グループが掲げる「4つの信頼」の獲得を目指す事が社会経験に繋がるという考えの下、学生が社会に出る前に何らかの形で社会貢献に繋がる活動をすることは非常に重要だと考えます。今後も多様な
社会貢献の発展が楽しみです。
・様々なオープンキャンパンスによって、地域の人々や専門職に興味を持った人々へのアプローチを行われているのは素晴らしいと思います。
少子高齢化が進む中で、若い年代（特に小中学生以下）への種まきをいかに早い段階でできているかは重要になる部分だと思うので、例えば地域のイベントなどに「美容ブース」として出店するなどのアクションを
積極的に行うのも有効かと思います。美容技術でもって小さい子へ感動を与えることは、その子が後に職を考える際に強烈に印象に残っている可能性が高く、美容を志す種まきになります。また、美容学生だけで
なく、サロンやメーカー、代理店を巻き込んでブースを出すこともより内容が濃くなって良いかと思います。
・「4つの信頼」に向け、よく努力されていると思われる。
・今後とも推進してください
・社会貢献については、地域社会や職能団体との協力・連携に力を入れており、卒業生を核としたネットワークが生かされていると感じています。毎年、新たな取り組みを実施されており、多大な成果を上げていると
思います。また、京都の地域特性や人とのつながりを大切にされながら、地域に根ざした学校運営を実現されているのではないでしょうか。
・適切に対応されていると思います。

10-４８
学生のボランティア活動を奨励、

支援しているか

10-47
学校の教育資源や施設を活用し

た社会貢献を行っているか

法令を遵守するという考えは、滋慶学園グループ全体の方針として掲げ、
各校の教職員全員でその方針を理解し、実行に努めている。
法人理事会のもとに、コンプライアンス委員会で学校運営が適切かどうかを
判断している。

現状では、学校運営（学科運営）が適切かどうかは次の各調査等におい
てチェックできるようにしている。
①学校法人調査 ②自己点検・自己評価 ③学校基礎調査④専修学校各種学校調査 等であ
る。
また、組織体制強化やシステム構築にも努め、次のようなものがある。

（A）組織体制
①財務情報公開体制（学校法人）
②個人情報管理体制（滋慶学園グループ）
③広告倫理委員会（滋慶学園グループ）
④進路変更委員会（滋慶学園グループ）
（B）システム（管理システム）
①個人情報管理システム（滋慶学園グループ）
②建物安全管理システム（滋慶学園グループ）
③防災管理システム（滋慶学園グループ）
④部品購入棚卸システム（滋慶学園グループ
⑤コンピュータ管理システム（COM グループ）

滋慶学園グループのスケールメリットを活かし、各委員会、体制、システムにより、各校が常に
健全な学校（学科）運営ができるようにしている。
法令や設置基準の遵守に対する方針は明文化し、法令や設置基準の遵守に対応する体制作
りは完全に整備できている。

3 つの教育（「実学教育」、「人間教育」、「国際教育」）で「職業人教育を通して社会に貢献する」という建学の理念の実現を目指し、４つの信
頼（「業界の信頼」、「高等学校の信頼」、「学生・保護者の信頼」、「地域の信頼」）を確保するためにもコンプライアンス推進をはかる。

具体的には、すべての法令を遵守するとともに、社会規範を尊重し、高い倫理観に基づき、社会人としての良識に従い、行動することが私た
ちの重要な社会的使命と認識し、実践する。

方針実行のため、学内にコンプライアンス委員会を設置し、コンプライアンスを確実に実践・推進に当たらせることにした。
委員長は、統括責任者としての学校の役員が就任する。委員は学校の現場責任者である事務局長と実務責任者の教務部長で構成される。
主な任務は、行動規範・コンプライアンス規程の作成、コンプライアンスに関する教育・研修の実施、コンプライアンス抵触事案への対応及び
再発の防止対策の検討・実施、コンプライアンスの周知徹底のためのPR、啓蒙文書等の作成・配布である。

また、監事による毎年の監査に際して、業務監査の対象として、コンプライアンスの実施状況についても監査してもらっている。
今後は、コンプライアンス相談窓口の設置が必用であると考える。

近年ではITリテラシー教育を強化しており、SNSやネットワークを使用した際の注意事項等に関する「IT理解度テスト」を年一回、学生・講師・
全教職員に行っている。


